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概要

Spotfire Node構築⼿順について説明します。

インストール⽤ファイルの配置

Spotfire Serverインストール⽤ファイル⼀式をWindows Serverインスタンスに配置します。

以下のファイルを配置してください。

TIB_sfire_server_10.3.4_win.zip

本⼿順では、以下のパスに上記ファイルを展開した状態で配置します。

C:\Users\Administrator\TIBCO\TIB_sfire_server_10.3.4_win

※ 本⼿順を参考にして構築作業を実施する場合、インストール⽤ファイル⼀式の配置場所は上記パスと同じである必要は
ありません。

Spotfire Node Manager セットアップウィザード実⾏

TIB_sfire_server_10.3.4_win フォルダ配下の nm-setup.exe  を実⾏します。

初期画⾯が表⽰されるので、 Next をクリックします。

I accept the terms in the License Agreement チェックボックスにチェックを⼊れ、 Next をクリックします。

デフォルトで⼊⼒されているインストール先フォルダパスのまま、 Next をクリックします。

デフォルトで⼊⼒されているポート番号のまま、 Next をクリックします。

Server name: 
Spotfire Server1号機のホスト名を⼊⼒します。



Server backend registration port: 
Server backend communication port(TLS): 
デフォルトで⼊⼒されているポート番号のまま、 Next をクリックします。

デフォルトで⼊⼒されている内容のまま、 Next をクリックします。

Install をクリックして、インストールを開始します。

インストールが開始されます。

インストールが完了すると以下の画⾯が表⽰されるので、
Exit the installation wizard が選択された状態で、 Finish をクリックします。



Node Managerサービスを起動します。

hosts情報の更新

NodeとServerが互いにアクセスできるように、hosts情報を書き加える必要があります。 
（すでに前の⼿順にて書き加えている場合、⾶ばして構いません）

以下のパスにhostsファイルがあります。

C:\Windows\System32\drivers\etc\hosts

※IPを確認するには、コマンドプロンプトから ipconfig と⼊⼒してください。

以下の情報を各仮想サーバー上のhostsに記述します。 
※⾃⾝を指すレコードは不要

# TIBCO Spotfire server 

192.168.22.3    spotfire-server01 

 

# TIBCO Spotfire node 

192.168.22.4    spotfire-node01



上記は本⼿順実施時のhosts情報であるため、この⼿順を参考に別環境を構築する場合は、 
IPアドレス、ホスト名は適宜置換してください。

ノードの登録

起動した Spotfire Node を Spotfire Server 側に登録します。

NodeVM内のWebブラウザからSpotfire Server にアクセスします。 
Webブラウザの検索バーに Server name （「Spotfire Node Manager セットアップウィザード実⾏」の⼿順内にて付けた
サーバー名）を⼊⼒し、 Spotfire Serverに管理者ユーザでログインしてください。

ログイン後、 Nodes & Services -> Unstrusted nodes に進み、先ほど起動したSpotfire Node が Untrusted nodes とし
て表⽰されていることを確認してください。

表⽰されているNodeのチェックボックスをチェックし、右上の Trust nodes ボタンをクリックします。

確認モーダルが表⽰されるので、 Trust ボタンをクリックします。

Untrusted nodes の⼀覧から先ほど起動したSpotfire Node が消えたことを確認します。



サービスのインストール

Spotfire Node にサービスをインストールします。 
インストール可能なサービスは、以下のとおりです。

Web Player

Automation Services

TERR

Demo

Web Player インストール

Nodes & Services -> Your network にアクセスし、 Installed services 欄の Install new serrvice ボタンをクリックし
ます。

Install new service モーダルが表⽰されるので、以下のとおり⼊⼒し、 Install and start ボタンをクリックします。 
Capability 
Web Player  を選択

Number of instances 
1  を⼊⼒



Port 
9501  を⼊⼒

Resource pool 
None  を選択

Name 
Web Player  を⼊⼒

正常にインストールが完了すると、以下のように表⽰されます。

Analytics画⾯にアクセスできることを確認します。



Autamation Services インストール

Nodes & Services -> Your network にアクセスし、 Installed services 欄の Install new serrvice ボタンをクリックし
ます。

Install new service モーダルが表⽰されるので、以下のとおり⼊⼒し、 Install and start ボタンをクリックします。 
Capability 
Automation Services  を選択

Number of instances 
1  を⼊⼒

Port 
9501  を⼊⼒

Name 
Automation Services  を⼊⼒

正常にインストールが完了すると、以下のように表⽰されます。



TERRインストール

デフォルトでは、TERRはインストール対象サービスとして選択することができないため、 
必要なパッケージのデプロイを⾏う必要があります。

まず、 TIB_terrsrv_1.2.2_win_x86_64.zip  を解凍し、 
同梱されている Spotfire.Dxp.TerrServiceWindows.sdn  を Spotfire Serverの Deployments & Packages でアップロ
ードします。

Deployments & Packages から Deployments areas を選択し、 
Add Packagesから Spotfire.Dxp.TerrServiceWindows.sdn  をアップロードします。

TERR service Windows  と TIBCO Enterprise Runtime for R for Spotfire Server Windows  が 
Add となっていることを確認します。



Software packages の⼀番上にある Validate area  をクリックします。 
Validation OK と表⽰されたら、 OK をクリックします。

Save area  をクリックします。 
Version 
10.3.4  を選択

Description 
TIBCO Spotfire  を選択

Save area をクリックします。



サービスの選択肢に TERR が追加されていることを確認します。

Nodes & Services -> Your network にアクセスし、 Installed services 欄の Install new serrvice ボタンをクリックし
ます。

Install new service モーダルが表⽰されるので、以下のとおり⼊⼒し、 Install and start ボタンをクリックします。

Capability 
TERR  を選択

Number of instances 
1  を⼊⼒

Port 
9501  を⼊⼒

Name 
TERR  を⼊⼒



正常にインストールが完了すると、以下のように表⽰されます。

Demoデータインストール

Demoデータをインストールします。

C:\Users\Administrator\TIBCO\TIB_sfire_server_10.3.4_win\demodata\mssql

の中に⼊っている demo.part0.zip  というzipファイルをコピーして、

C:\tibco\tss\10.3.4\tomcat\application-data\library

の中にペーストします。

管理者としてSpotfire Analystにログインします。

ツール から ライブラリ管理 をクリックします。 
上部メニューバーの真ん中にある インポート をクリックします。



ファイル名を参照から選択します。

先ほど置いたファイルを選択します。

移動先のフォルダをライブラリーに選択します。



ライブラリーのインポートを⾏います。
更新をクリックして、 Import done と表⽰されたら閉じるをクリックしてください。

Library から ライブラリー をみると、Demoファイルが⼊っていることが確認できます。


